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高齢者における睡眠健康と情緒的適応度との関連

～長寿県沖縄の長寿村、大宜味村における睡眠健康調査～
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～Cross-sectionaIResearchonSleepinOgimi，aVillageofLongevityinOkinawa～
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Weusedstandardizedquestionnalreonsleep-healthandlifestyle，andconducteda

researchonsleepoftheelderlyofOgimiVillageinOkinawathePrefectureofLongevity・

Weevaluatedthetotalscoreoffivesleepfactors，ｏｒ“sleep-healthriskindex，,，to

ascertamgeneralsleep-healthAccordingtothesleep-healthindex，werankedelderly

OgimivUlagerswhoweresubjecttotheresearch,andgroupedthemintoa“goodsleep-

healthgroup,,ａｎｄａ“poorsleep-healthgroup.,，Comparedtothepoorsleep-healthgroup，

MoraleScoreofthegoodsleephealthgroupweresignificantlyhigher，ｓｈｏｗｉｎｇｔheir

higherlevelofemotionaladaptabnityResultsofourresearchindicatesthattheirsleep‐

healthgreatlyaffectstheirMorale,ｔｈａｔis,thesleep-healthaffectsthementalhealth．
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康や社会的適応を阻害し、生活の質（QOL）の確

保において密接に関連していることが指摘されて

いる3．帆。これまで本研究者らは、こうした日常的

な現象で生命維持に不可欠な睡眠に焦点をあて、

長寿県として知られる沖縄の高齢者が大都市東京

圏と比べ良好な睡眠の健康を保持し、睡眠に影響

1．緒言

現在、我が国では、５人に1人が睡眠に関する何

らかの愁訴を有し、特に高齢者では３人に１人が不

眠愁訴を有することが報告されているし2'。近年で

は、高齢者における睡眠の不足や障害は心身の他
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点の付与の方向は、各質問項目の睡眠内容に問題

があると考えられる反応を高得点とし、問題がな

い場合には0点とした。各因子得点の合計得点を睡

眠健康危険度得点とし、総合的な睡眠健康度（睡

眠健康）を判別する指標とした。一方、高齢期の

情緒的適応度を測る尺度として、LawlonのPGC

MoraleScale8)を採用し、質問紙を構成した。

データ分析：睡眠健康危険度得点の序列により、

得点上位25％（72名）を睡眠健康危険度高群、得

点の下位25％（72名）を危険度低群とし、モラー

ル総得点（MoraleScoに）及び各項目ごとに群間比

較を行なった。統計的検定では、数量化可能な項

目で2変数間の平均値の差にT-IesI、その他の項目に

関してはクロス集計により出現頻度を算出し、X２
検定を行なった。今回、有意水準は5％（p＜0.05）

を採用した。

を与える生活習慣として、短時間昼寝や夕方の適

度な運動が挙げられることを報告してきた５．６'・今

回さらに我々は、長寿村とされる沖縄県大宜味村

の高齢者を対象に、睡眠健康が高齢期の情緒的適

応度（MoraleScaIe）に及ぼす影響について探索的

に検討したので、その結果を報告する。

Ⅱ、研究方法

対象及び調査時期；沖縄県大宜味村在住の65歳

以上の高齢者を対象として健康調査を実施した。

対象者のうち、回答拒否、睡眠に関して問題とな

る疾患（悪性腫瘍、腎機能疾患により透析中、重

篤な心臓病、精神科疾患、手術を必要とされる前

立腺肥大、激しい痛み、痒みを有する疾患を治療

中）に罹患する者、日常的に職業を有する者は分

析の対象外とした。この結果、調査実施308名中、

287名による解析を行なった（男`性92名、女性195

名；平均78.0±5.8歳)。調査時期は、気温等の影響

が行動に強く現れるため季節に留意し、梅雨時期

と真夏、冬を避け、1998年10月から11月にかけて

実施した。調査方法については、民生委員、保健

推進委員を通じて自宅にて記入要領を十分に説明

したうえで調査票を配布し、２週間後に配布場所に

て回収した。

､、結果

睡眠健康危険度得点及びMoTaleScoreを性別に検

討した結果を表1に示す。睡眠健康危険度得点では、

男性で３１点、女性で２．８点と男性にやや高く、

MoraleScoreでは、男`性11.9点、女性12.1点と女性

にやや得点が高かった。しかし、いずれも有意な

性差は認められなかった。一方、睡眠健康危険度

の序列による群間比較の結果（表2)、睡眠健康危

険度得点は、危険度低群が1.1点、危険度高群で5.0

点と、両群間における有意差を確認した（p<0.01)。

両群のMoraIeScoreの比較を行った結果、危険度低

群12.7点、危険度高群10.3点と、睡眠健康危険度が

高い群で、情緒的適応度が有意に低い結果であっ

た（p<0.01)。さらに、MoraleScaleの項目別群間比

較を行った結果（表3)、１７項目中15項目で、モラ

ールを高める方向の回答をする割合が睡眠健康危

険度低群に多かった。このうち9項目に、両群間に

おける有意差が認められた。

調査項目；調査票に関しては、生活晋'慣と睡眠

健康に関する構造化された調査票を用いた3`７１．睡

眠に直接関係し、その反応が態度尺度と考えられ

る5因子、14項目を採用し得点化したものである。

以下、１）睡眠維持障害関連（中途覚醒、熟眠感、

夜間頻尿、早朝覚醒)、２）睡眠随伴症状関連（寝

ぼけ、金縛り、恐怖性入眠時幻覚、むずむず脚・

四肢運動異常)、３）睡眠時無呼吸関連（いびき、

睡眠時無呼吸)、４）起床困難関連（起床困難、床

離れ)、５）入眠障害関連（睡眠薬、入眠潜時)。得

表１．性別による睡眠健康危険度得点及UＷ性別による睡眠健康危険度得点及びMomleScorE

男性

(Ｎ＝92）
女性Ｆ値［値自由度差の95％
(Ｎ＝195）下限

信頼区間有意確率
上限

3.1(16）2.8(1.5）１．５Ｌ６285.0－０．１０７0.100S1eep-Health

RiskmBdeI

MomleScm℃ 11.9(3.5）12.1(3.3）0.6-0.4285.0-1.00.60.700

（）はSD、＊*P＜0.01,ｔ-test
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表２．睡眠健康危険度得点及びMomeScorEの群間比較

LowRisk群HighRisk群Ｆ値ｔ値自由度差の,5％
（Ｎ＝72）（Ｎ＝72）下限

信頼区間有意確率
上限

1.1(0.5）5.0(1.0）27.0-29.1142.0－４．２-3.60.000*噸ＳＩＣep-Heahh

RiskJmleZ

MoralCScor己 12.7(3.2）10.3(3.4）0.24.4142.0１３３．５0.000*．

（）はSD、＊*P＜0.01、t-tcst

表３．MomleScaleの項目別群間比較

睡眠危険度睡眠危険度有意確率
低群高群

質問項目（カッコ内は得点付与された選択肢）

Q1．人生は年をとるにしたがって悪くなる
（そうは思わない）

人数

(％）

1.0000４０

５５．６

４０

５５．６

人数

(％）

４７

６５．３

２６

３６．１

0.0005★☆
Q2、去年と同じように元気だ（はい）

人数

(％）

0.0077*☆５６

７７．８

４１

５６．９
０３．さびしいと感じることがある（ない）

Q4．小さなことを気にするようになった
（いいえ）

人数

(％）

４６

６３．９

0.0010☆＊６３

８７．５

人数

(％）

0.4227５８

８０．６

５４

７５．０Q5．家族その他との行き来（満足）

Q６．年をとって役に立たなくなった
（そうは思わない）

人数

(％）

9

12.5

0.0002★＊２９

４０．３

人数

(％）

３７

５１．４

0.0(XX〕★＊６１

８４．７
Q７．眠れないことがある（ない）

Q8年をとるということは若い時に考えていた人数
よりいいことだ（はい）（％）

３４

４７．２

２４

３３．３

0.0893＊

Q，．生きていても仕方がないと思うことがある
（ない）

人数

(％）

0.1460

肥
馳 ６３

８７．５

人数

(％）

10000４４

６１．１

“
、

Ｑ10．若い時と同じように幸福（はい）

人数

(％）

01482６５

９０．３

５９

８１．９Q11．悲しいことがたくさんある（いいえ）

人数

(％）

５２

７２．２

0.0115★

“
“

012．心配なことがたくさんある（いいえ）

Q13．前より腹を立てる回数が多くなった
（いいえ）

人数

(％）

0.7850

“
” ６５

９０．３

人数

(％）

0.1715４８

６６．７

４０

５５．６
Q14.生きることはきびしい（いいえ）

人数

(％）

0.2482５１

７０．８

５７

７９．２
Q15．今の生活に満足（はい）

｡'`物ごとをいつも潔刻に考える(いいえ）鰯
５６

７７．８

“

61.1

0.0299★

Q凧心配ごとがあるとおろおろする(いいえ)綴
0.Ⅸ)49*★６０

８３．３

４５

６２．５

(％）；モラールを高める方向へ回答した割合＊P＜0.05、＊*P＜0.01,ｘ'test

－２５９－
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状況は、高齢者においても社会的適応や社会進出

を妨害し、ひいてはQualityofLifeの向上や健康寿

命の確保において重大な影響を及ぼす可能性を提

示している。今回及びこれまでの我々の指摘を総

合し、高齢社会に達した我が国の次なる課題と考

えられる、高齢期の幸福感や生きがいの創出とし

た精神面の充実に対して、睡眠健康の確保は必須

条件であることが強調されよう。

以上、睡眠健康の悪化は、身体的健康のみなら

ず高齢期のMentalStateや精神的健康にも影響を及

ぼすものと本結果から推察が可能である。しかし

ながら本研究デザインは断面的であり、高齢者の

情緒的適応性と睡眠の良否との関連は示唆される

ものの、両変数間の因果関係、関連の強さについ

ては言及できない。現在、我々は長期にわたる

Cohor[Ｓｍｄｙに着手し観察を継続している段階であ

り、今後、詳細に報告する予定である。

Ⅳ、考察

地域高齢者の身体的、精神心理的、社会文化的

要因、さらに生活様式の地域差の存在がこれまで

に明らかにされている，no)。特に長寿県として知ら

れる沖縄では、日本で唯一亜熱帯気候に属し、年

間を通し温暖であるなどの地理的優位性に加え、

独特の食文化、伝統的風土の差異が本土と比べ顕

著であることが、健康長寿を支える要因として挙

げられている!Ⅱ2.1鮴。その中で、近年本研究者らは

睡眠良否の観点から、長寿県沖縄と大都市東京圏

の高齢者との地域間比較で、沖縄の高齢者に睡眠

が良好であることを既に報告してきた‘'・本研究で

はさらに、同一県下に睡眠健康の観点を移し、地

域在宅高齢者の情緒的適応度との関連性について

検討した。睡眠の健康度を測定する有効な尺度で

ある睡眠健康危険度得点を用いて検討した結果、

危険度得点が高い群でMoraleScoreが有意に低いこ

とが明らかになった。項目間比較でもモラールを

高める方向の回答が多いのは17項目中、僅かに1項

目のみであった（Ql3)。また、性差の検討では、

危険度得点がやや高い男性で、MoralcScoreがやや

低く、両尺度間の関連性が示される傾向がみられ

た。健康的なライフスタイルの保持に関する、長

期の疫学的調査研究では、適正な睡眠習慣が健康

維持に寄与する要因に挙げられ、身体障害や疾病

の有無、死亡率と有意に関連することが示されて

いるI`川副。これまで就床、起床習慣、睡眠時間など

に代表される、睡眠習慣項目からの調査解析は多

くなされているが、我々は睡眠に直接関係し、そ

の反応が態度尺度と考えられる5因子14項目を採用

し定量化可能な調査票を用い、睡眠健康の概念か

ら検討を重ねてきた。その結果、睡眠健康危険度

得点の低い高齢者で、老人クラブへの参加率や社

会的接触の量が有意に多く、良好な睡眠が社会活

動性を高める方向に寄与すること'６１、同様に、危険

度得点の低い高齢者では、ＧＨＱによる精神的健康

度の評価も良好であることを報告している１７)｡一方、

都市化の進展や生活の夜型化による睡眠・覚醒ス

ケジュールの遅延や睡眠不足が、思春期児童、生

徒において起床時の気分や朝食欠食、日中の耐え

難い眠気を引き起こし、食習`慣の乱れや気分の悪

化に関与することを指摘してきたIMM釦.２１'。これらの
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